
大分類 分類 件数 寄せられたテーマ 党の対応について

マクロ
グローバル化への疑

問、日銀民営化

・グローバルな社会にすることへの疑問、ご意見として承りました。

・中央銀行の民営化及び日銀株式売却の件、ご意見として承りました。（現状民間が45%出資）

金融 日銀の政策について ・日銀の政策については日本維新の会として引き続き注視して参ります。

税制

消費税（増税）、減

税、マイナンバー管

理、地方税化への疑

問、キャッシュレス化

・消費税増税に関する様々なご意見ありがとうございます。ご意見として承りました。引き続き日

本維新の会は消費税増税凍結を訴えて参ります。

・マイナンバー管理で資産課税検討の件、ご意見として承りました。

・消費税の地方税化政策は検討しなおしの件。ご意見として承りました。

・政府の言う消費税増税に伴うキャッシュレス化推進には民間のクレジットカード決済以外にもデ

ビットカード、電子マネー、QRコードが含まれています。しかしながら日本維新の会は消費税増税

そのものを凍結するよう訴えています。

マスコミ 1

NHK、マスコミの韓国

問題に関する報道

・消費税や社会保険料等国民の負担が増える中、NHKを解体すれば国民負担が減る。偏向報道や

NHKエンタープライズ等の特別会計を考慮すれば害悪でしかない。次回選挙でNHK解体をうたって

ほしい。

・マスコミの韓国問題に対する報道についてはご意見として承りました。

エネルギー
自然エネルギー普及・

投資、

・エネルギー自給率の向上についてはご意見として承りました。

観光 本期間、意見なし

環境・農業
本期間、意見なし

交通・住宅 本期間、意見なし

医療

医療費削減、花粉症軽

減

・医療費削減のご意見ありがとうございます。党内で社会保障全体を議論すべく、党社会保障調査

会を積極的に開催して参ります。頂戴したご意見を参考にさせて頂き、党としての考え方をブラッ

シュアップしていきたいと存じます。

・花粉症の軽減を図る件、ご意見として承りました。

労働

求人者と求職者のマッ

チング、労働時間を一

律４０時間に、引きこ

もり対策などで隠れた

人材を、正規雇用増の

企業に税制優遇を

求人者と求職者を結びつける政策、引きこもり対策による人手不足解決、労働時間の特例措置廃

止、医療業におけるみなし残業を含む労働契約の禁止もしくはみなし残業上限設定、正規雇用増企

業への税制優遇等頂戴したご意見については参考とさせて頂きます。

外国人
外国人土地取得、 外国人の不動産取得については、これまで安全保障上重要な土地取引の規制に関する法案を議員立

法として提出してきました。

教育

教育無償化に対する疑

問と奨学金、専門学校

の教育無償化、等

教育に関する貴重なご意見ありがとうございます。引き続き党内で議論して参ります。専門学校の

教育無償化については、我が党の憲法改正案において教育の全面無償化を憲法に書き込むことを提

案しており、専門学校も無償化の対象としております。早期の実現を目指します。
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経済

(80)

社会

(128)

・特定の世代を無視していることはなく、最低限の生活を保障する為、給付付き税額控除制度の導

入などを提唱させて頂いております。

・年金に関しての様々なご意見、また年金不安・世代間不公平感の思いを頂戴させて頂きました。

参考とさせて頂き、引き続き年金の積立方式、マイナンバー管理による給付付き税額控除、ベー

シックインカムなど党内議論を深めて参ります。

・少子高齢化社会の対策の一環としても教育無償化を提唱しております。

50歳代生活困窮、社会

保障費、医療費削減、

年金問題、マイナン

バー、少子高齢化対策

社会保障 1



大分類 分類 件数 寄せられたテーマ 党の対応について

児童虐待

児童虐待防止 児童虐待対策についての貴重なご意見ありがとうございます。児童虐待対策は、松井代表の大阪市

長選での目玉公約の一つであり、大阪市では児相の機能強化を始めています。オンラインサロンで

の議論も踏まえつつ、浦野靖人議員を中心に超党派での法改正に向けた取り組みを進めるととも

に、地域の実情に合った対策が可能となるよう、地域への権限移譲の必要性を訴えて参りました。

党としては１．児童相談所と警察の全件共有と連携関係　２．児童福祉を担う人材の専門性の向上

と児童相談所の機能分化について　の２点について懸念があるものの、親による子どもへの体罰を

禁止し、児童相談所の体制強化を柱とする改正児童虐待防止法と改正児童福祉法に賛成し、さる６

月１９日に参院本会議で可決、成立致しました。引き続き党内議論を進めて参ります。

少子化 本期間、意見なし

動物愛護 本期間、意見なし

法務 1

安楽死、夫婦別姓、痴

漢えん罪、立証を国が

代行、インターネット

の高額教材にもクーリ

ングオフ制度を、マン

ションに関する法改正

の要望

・安楽死・尊厳死、国が個人の立証責任を代行する制度、インターネットの高額教材へのクーリン

グオフ制度、マンションに関する法改正について参考とさせて頂きます。

・痴漢えん罪等については刑事司法のあり方に関わるため、司法判断を見守ることが必要と考えま

す。

・夫婦別姓について我が党のスタンスを誤解されておりましたのでご説明させて頂きます。日本維

新の会は参院選マニフェストで「同一戸籍・同一氏の原則を維持しながら旧姓使用にも一般的な法

的効力を」と明記しました。戸籍上の氏を同一とする現行の戸籍制度を基本的に維持しつつ、社会

生活上の旧姓使用が認められるようにするため、戸籍に通称として旧姓を付記することで旧姓に戸

籍上の根拠を与えるとともに、旧姓に一般的法的有効性を認め、旧姓使用の補償を図るものです。

「氏」とそれを支える「戸籍」について様々な意見があることを承知しております。その上で、家

族の一体性を重視しその根拠を家族のインデックスたる「氏」及びそれを支える戸籍制度に求める

考え方と、婚姻前の旧姓を社会的に使い続けたいという切実なニーズに応えることの両方を満たす

道を探るものです。

人権
ヴィーガンに対する差

別・デマ

ご意見として承りました。

その他

養育費・婚姻費用の算

定表の算定額見直し

を、フードロス、弁護

士会の強制加入制度

・現行の養育費・婚姻費用の算定表の算定額見直しの件、参考とさせて頂きます。

・他、ご意見として承りました。

防衛 本期間、意見なし

米国 本期間、意見なし

韓国 1

輸出規制問題、徴用工

問題、韓国への対応

韓国に対し、より実効性のある対抗策の必要性について政府に意見を提出していきます。なお、外

交防衛に関する勉強会を開催するなど引き続き党内議論を進めます。

北朝鮮
拉致問題、安倍外交と

の違いを

ご意見として承りました。外交防衛に関する勉強会を開催するなど、引き続き党内議論を進めま

す。

中国 本期間、意見なし

その他

スパイ防止法、首相イ

ラン訪問、日本の外交

姿勢、日ロ外交

ご意見として承りました。

皇室 皇位継承に関する疑問 皇室のあり方については、党内で勉強会を開催しており、引き続き党内議論を進めます。

憲法改正

憲法９条、憲法改正 ・憲法9条に対するお考え、ご意見として承りました。

・日本維新の会は現行憲法の優れた点を守っていくのは当然として、憲法制定時に想定しなかった

問題が起こり、それを是正する必要のあるいわゆる憲法事実が生じた場合は憲法改正を国民の同意

を得て行うべきだという立場です。その立場から憲法改正原案をまとめ、条文まで確定させていま

す。内容は教育無償化、統治機構改革、憲法裁判所の設置の3点で憲法審査会を開いて議論すること

が大切と考えます。憲法9条については、案が出てくるなら議論に応じますが、議論する条文を確定

させる必要があると考えます。

公務員改革 1

公務員の退職金・年金

情報公開、公務員定数

是正の民間への影響

・公務員の退職金・年金の情報公開、公務員定数是正の民間への影響について頂戴したご意見につ

いては参考とさせて頂きます。

・特許庁の六本木庁舎での勤務中喫煙についてはご意見として承りました。

社会

(128)

外交

(32)

機構

(87)



大分類 分類 件数 寄せられたテーマ 党の対応について

地方行政

大阪都構想、関西のエ

リア情報発信、関西州

・大阪都構想については、これまでもタウンミーティング等を通じて住民の皆様に説明させて頂き

ましたが、住民投票での是非を問うべく、引き続き丁寧に説明して参ります。

・関西のエリア情報発信や「関西州」のご意見については参考とさせて頂きます。

その他

行財政改革、一院制、

議員定数削減、政府系

メディア創出、参院議

員の月約7万7千円返納

法案

・一院制について日本維新の会は基本方針でうたっており、先だっての参議院選マニフェストにも

入れております。

・行財政改革への様々なご意見を頂きありがとうございます。参考とさせて頂き、引き続き党内議

論を深めて参ります。

・日本版RFA（自由アジア放送）やVOA（ボイス・オブ・アメリカ）のような政府系メディアを創設

についてはご意見として承りました。

・参院議員の月約7万7千円返納法案については、前提として参院議員の定数６増が行われたこと、

返納と言っても自主返納で且つ全員から返納されているか確認することがないという内容の法案

だった為、日本維新の会は令和元年６月５日の参院本会議で反対の立場から討論を行っています。

その他（党

候補者に関

して）

党候補者 ご意見として承りました。

その他 ご意見として承りました。

その

他

(83)

機構

(87)

ご意見として承りました。参議院選挙関連（公

約）、選挙に関するイ

ンターネット工作活

動、選挙制度改革、維

新の押し出す方向性

5

ご意見として承りました。

選挙

党首討論等、（元）党

所属議員、党HP、
1党のあり方

その他（党

参議院選に

関して）

11


